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１．事業の目的・意義 

近年の理数教育充実の流れを受けて，我々は，

これまでに中学校理科授業における授業展開の

一つとして，液体窒素を用いた「−196℃の世界」

に関する実験を開発し，学校現場と連携して実

践的研究を実施してきた。また，栃木県総合教

育センターとの連携により，液体窒素を用い

た小学校理科の授業展開及び，教員研修プロ

グラムについて研究・開発を進めている。そ

こで，栃木県内小中高校の理科教育における

このような新しい魅力的な授業展開方法の普

及をめざして，栃木県総合教育センター研修

部及び研究調査部との連携，さらには小中高

等学校との連携も視野に入れて，より積極的

に事業展開していきたいと考えた。ここでは

「平成２７年度 宇都宮大学 地域連携活動事

業費」の支援を受けて，標記の事業を実施した

成果と今後の展望について述べる。 

 

２．事業内容 

(1) 事業概要 

宇都宮大学側が液体窒素及び関連する実験

器具を提供し，小学校理科，中学校理科１分野

及び選択理科（総合学習の時間を含む），高等学

校化学等での授業向けの新しい実験教材を組み

込んだ授業展開法を提案し，学校現場と連携し

つつ普及をはかった。また県総合教育センター

との連携により，各種実験教室や教員研修にも

対象を広げた。当初の目論見として，本事業に

より県内小中高校生 約 1,000 名に液体窒素を

使った新しい科学実験を体験させることができ

ると考えた。 

(2) 担当体制・実施時期・方法 

 平成27年4月6〜10日に県総合教育センター

との事業打合せを行い，同センターからは研修

部から今井和彦指導主事と北條 諭指導主事が

主に担当していただけることになった。同セン

ター関連の企画としては，冬休み前の一般向け

「学びの杜」での公開実験と，小中学校での公

開授業，及び小中高の教員研修において液体窒

素を用いた実験を取り入れた。さらに「学びの

杜」公開実験では，宇都宮大学教育学部学生を

実験ボランティアとして，将来教員をめざす学

生の自主的な研修の場としても活用した。 

年間を通じて小中高校の理科授業への協力

を中心に，各学校が主催する文化祭・学校祭な

どの企画への協力，真岡市科学教育センターが

行う児童・保護者対象の科学実験ショーも合わ

せて実施した。 

(3) 自治体と大学側の役割 

 本事業を実施するにあたり，費用の負担を含

めた役割分担について次のように決めた。 

【自治体側の役割】 

  ・液体窒素の実験を取り入れた理科授業展開

方法の普及 

 ・液体窒素の実験を取り入れた理科授業に関

する教員研修の実施 

 ・事業実施にかかる小中高校への出張旅費，

実験機材の運搬にかかる経費，事業実施に

必要な消耗品等の経費負担 
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表１．【平成２６年度の連携協力実績】 

平成27年 

     4月6-10日 県総合教育センターとの事業打合せ 

     5月19日 宇都宮歯科衛生士専門学校（1年生×1クラス 60名） 

         6月20日 小山・城東小学校（校長先生の科学実験教室） 

     7月 3日 さくら清修高校（科学部 10名，生徒一般 50名） 

     7月 7日 大田原・金田北中学校（3年生×3クラス 120名） 

     7月13日 県総合教育センター 公開授業 日光・大桑小学校（小学生親子 90名） 

     7月24日 真岡市科学教育センター 夏休み特別公開サイエンスショー（1800名） 

     7月24日 那須野が原博物館 子ども科学教室（100名） 

     7月31日 真岡市科学教育センター 科学実験ショー（小学生親子30名×8回） 

     8月 4日 黒羽高校（1日体験学習 中学生140名） 

     8月24日 宇都宮東高校 宇東高祭（理科研究部イベント 科学部15名） 

     8月29日 宇都宮東高校 宇東高祭（理科研究部イベント 一般70名） 

     9月24日 烏山中学校科学クラブ（26名） 

     9月24日 真岡北陵高校（2年生×5クラス 200名，3年生選択クラス） 

    10月 8日 烏山中学校科学クラブ（26名） 

    10月11日 栃木理科教育研究集会（科学お楽しみ広場 4ステージ 120名） 

    10月19-20日 宇都宮東高校附属中学校（1年生×3クラス 105名） 

    10月21日 下妻第二高校出張授業（1年生×2クラス 50名） 

    10月22日 矢板北高校出張授業（1年生×2クラス 50名） 

    10月27日 矢板中学校（1年生×3クラス 120名） 

    11月 6日 県総合教育センター教員研修事業（教員 20名×2） 

    11月14日 小山北桜高校 北桜祭サイエンスショー（科学部15名，一般100名） 

    11月27日 宇都宮大学教育学部附属小学校科学クラブ（3〜6年生 32名） 

    12月 4日 県総合教育センター プレイベント用（テレビ取材有） 

    12月19日 県総合教育センター「学びの杜」事業（一般対象 50名×4回） 

平成28年 

     2月3-5日 宇都宮東高校附属中学校（2年生×3クラス 105名） 

     2月23日 埼玉小学校（4年生×2クラス 79名，5年生×2クラス68名） 

     2月24日 さくら清修高校（2年生×2クラス 80名） 

     3月7-11日 宇都宮東高校附属中学校（3年生×3クラス 105名） 

     3月15-23日 埼玉小学校（6年生×1クラス39名，サイエンスクラブ25名） 
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【宇都宮大学側の役割】 

 ・県総合教育センターとの連携による新しい

実験プログラムの開発 

 ・液体窒素の提供とそのための液体窒素製造

装置の維持管理 

 ・役務及び消耗品等の費用負担（液体窒素

製造装置のメンテナンス費用，実験プロ

グラム開発用設備の購入，ガラス器具，

薬品等の消耗品代） 

 

３．事業の進捗状況 

 今年度は，峰キャンパス８号館Ｃ棟の耐震補

強改修工事があり，液体窒素の供給も危ぶまれ

たが，幸い同３号館への移設・仮運転が叶い，

何とか本事業を実施することができた。農学部

関係者にお礼を申し上げたい。 

 本事業の対象者数は，県総合教育センター関

連では小学生親子・一般が 200名であり，他に

小中学校への公開講座が 3校（約 180名）であ

った。真岡市科学教育センター関係で小学生親

子対象の科学実験ショーで合わせて 1800 名の

参加があった。 

一般では，小学校がのべ 4校 140余名，中学

校がのべ 5 校 450 余名，高校がのべ 9 校 1050

余名（本学ＧＳＣやＳＳＨ等の別予算による事

業を除く），地域の科学実験教室や学校祭・文化

祭関係が5回約1000名の参加があった（表１）。 

 

４．事業の成果 

栃木県総合教育センターでは，これまでに

液体窒素を用いた小学校理科の授業展開につ

いて研究・開発を進めている。今年度は，日

光市の大桑小学校の親子学習教室として「液

体窒素ショー」を企画・実施した。 

 

５．今後の展望 

 今後は小学校との連携及び小学校教員への

理科研修も視野に入れて，より積極的に事業

を展開していきたい。 

宇都宮大学教育学部にとっては，本事業の

実施が大学教員の実践的な理科教材開発のき

っかけとなること，将来教員をめざす学生を  

実験ボランティアとして取り込むことによっ

て，自主的な研修の場を提供できること，及

び小中高校との密接な連携協力関係を構築で

き，将来のさらなる高大連携・地域貢献の足

場を築けること等メリットは大きい。 
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     図１．栃木県内中学校で企画実施後アンケート「教員及び中学生からの感想・意見」 


